
1.評価対象事業80事業のうち,今回の評価により, 1 8年度予算要求に向け,事業の廃止,改善.予算削減
等見直す必要があることが判明した事業IL 目棲達成したもの及び未達成のもの含め.合計で3 3事業 ぐ全体

の41.3%Jであったo

なおIこのほか.廃止又は見直す必要があったがl既に廃止又は見直した事業IL 9事業 く全体の11,3%l

であったo

2.評価類型
くり 目標達成したもの く62事業,全体の77.5%J

O 目標達成, -定の効果が上がっており.引き続き適切に執行すべきものこ38事業
く21目標連成するも.
魯 目標達成するも.
61目標達成するもl

ものこ9事業

より効果的な施策とする観点等から見直す必要のあるものこ2事業
実績にかんがみ適正な予算要求額とする必要のあるもの,. 9事業

事業執行率が低いo適正な予算要求額とし,必要に応じ事業笹宣-り--左j主三吐王星直互

6, el, 61又は身と同様の評価だが, 既に1 7LiF度から事業内容の変更等したもの,1 4事業

く2I目標未達成のもの く18事業.全体の22.5%1

0 目標未達成o皐墓旦塵生星蛙遮杢坦を星塵上埜塾葦遊旦旦ニ7事業
こ6事業こ6事業

61 こ5事業こ5事業

3. 17年度目模の改定
o 目標を追加したものi2事業 eJp 16年度実績に応じて水準を上げたものi7事業

61複数年度にわたる目標を年度別の目標としたもの.. 3事業


